
今年も よろしくお願いします
２０２４(令和６)年となりました。今年もどうぞよろしくお願いします。

さて、本日、始業式を行いました。新しい年を迎え、また、４月の新しい学年への進学、進級に向けて、

子どもたちはやる気に満ちた表情で、この日を迎えてくれました。２学期の終業式で話したとおり、こんな

１年にしたい、こんなことができるようになりたいと、それぞれが目標や希望を持って登校してきたに違い

ありません。どのような目標を立てたか全員に尋ねてはいませんが、いずれにせよ、その目標の達成に向け

て努力することが重要です。きっと、頑張ってくれるに違いないと、子どもたちの顔を見て感じました。

年が変わりましたが、学校としてなすべきことは変わりません。今年も、楽しく学べる、一生懸命頑張る

ことができる学校づくりに努めて参りますので、ご支援、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

《１２月１２日（火） ６年「大地の変化」の学習～ＳＴＥＡＭ教育～》》
兵庫県立大学森永速男名誉教授（古地磁気学、防災

教育）に来校いただき、｢大地の変化｣の学習をしました。
専門家の難しい話ではなく、実験を交え、地震等大地
の変化がもたらす影響の大きさや化石･マントル等に
ついて分かりやすくお話しくださり、科学を学ぶ楽し
さを実感できた授業でした。
※STEAM教育とは、Science(科学)、Tec
hnology(技術)、Engineering(工学)、

※Arts(芸術）、Mathematics(数学)の異
なる分野を総合的に学習し、創造力
や課題解決能力を高める教育のこと。

～健康の森から、いつも西小っ子を見つめている森の木のつぶやきです～
けんこう もり にししよう こ み もり き

新年早々、震災や航空機事故等で大変な１年の幕開
し ん ね ん そ う そ う し ん さ い こ う く う き じ こ と う た い へ ん ね ん ま く あ

けとなってしまいました。西小っ子のみんなには、いつも
に し しよう こ

どおりの日々を送れる幸せを感じてほしい、そのうえで、
ひ び お く しあわ か ん

今年をどんな１年にしたいか、何をがんばりたいか、目標
こ と し ね ん な に も くひよう

をしっかりと持ってほしいと、森の木は思っています。
も も り き お も

さて、今日は、３学期の始業式でした。いつも言われてい
き よ う が つ き し ぎようしき い

るけれど、３学期は、学年の締めくくり、そして次の学年へ
が つ き が く ね ん し つ ぎ が く ね ん

の準備の学期です。難しいな、よく分からないなというこ
じゆん び が つ き むずか わ

とは、先生に聞いて、できるようにしておこう。次の学年に
せ ん せ い き つ ぎ が く ね ん

向けて、いいスタートが切れるよう、がんばろうね。 （つづく）
む き
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（裏面もご覧ください）
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元旦とは、元日（１月１日）の朝のこと。初日の出を拝みに行った経験のある人は、
がんたん がんじつ いちがつついたち あさ はつ ひ で おが い けいけん ひと

いるかな。あの何とも言えない神聖な雰囲気の朝、それが元旦です。その元旦の様子を
なん い しんせい ふん い き あさ がんたん がんたん よう す

作者はいろいろな例えで表しています。みなさんは、どの表現が、しっくりきますか。
さくしや たと あらわ ひようげん



《1１月２５日（土） 「地区訪問継走」》》
第７０回の記念大会となった地区訪問継走です。実

にたくさんの地域、保護者、警察等のみなさま方のご
支援の下、天候にも恵まれ、また中学生チームの参加
もあり、大いに盛り上がりました。
今年度は、開会前に揖西西小学

校創立７０周年記念行事も開催さ
れ、航空写真の撮影などもあり、
３年ぶり開催だった昨年度以上に
特別な大会となりました。
記念行事の挨拶の中で、苗村清

文連合自治会長さまが、校歌の歌
詞にある「北ゆ、南ゆ、手をとり
て」について、揖西北小と揖西南
小が統合され揖西西小学校となっ
たことを表しているとお話しくだ
さいました。また、西脇干城スポ
ーツクラブ２１揖西西会長さまが
開会挨拶で触れられたたように、
地区訪問継走も、襷で校区内の集
落を１つにつなごうと始まった行
事です。揖西西小校区を１つにま
とめたいとの先人の思いが今に伝
わる素晴らしい校歌であり、地区
訪問継走であると思います。
本校では、ふるさとへの誇りと

愛着を育む「ふるさと教育」を教
育方針の柱の１つに掲げており、
これからもあらゆる機会をとおし
て、ふるさとを大切に思う心を養
っていきたいと改めて思いました。

《1２月２日（土） 「子どもの人権交流なかよしコンサート」》
今年度は新しくなった構教育集会所を会場に、多く

の子どもたち、地域のみなさまが参加し、楽しい一時
を過ごしました。その中で３年生の有志２６名がステ
ージに上がり、教育集会所にまつわるクイズで会場を
盛り上げました。また、フリーマーケットで販売を担
当したり、クッキング講座生がキ
ッズカフェを開いて参加者をもて
なしたり、子どもたちが大活躍の
一日でした。

《1２月１３日（水） 「にこにこ感謝祭（西っ子感謝祭）」》》
これまで登下校時の見守りや体験学習の指導･支援

で、あるいはゲストティーチャーとして、いろいろと
お世話になった方々を招待して開催しました。
今年度は、本校創立７０周年の

記念の年ということで、子どもた
ちも、「地域のみなさまと一緒に
学校の誕生日を祝いたい」と代表
委員会で話し合い、地域のみなさ
まへの感謝の気持ちと共に、学校
への感謝の気持ちも込めて、この
「にこにこ感謝祭」を計画･実践
してくれました。
まずは、来校いただいたみなさまに向けて、教えて

いただいたことをクイズにしたり、手紙をお渡しした
り、じゃんけん列車等のゲームをしたりして楽しんで
いただきました。それから、下欄に記載のとおり、創
立７０周年をみんなで祝いました。感謝の思いがうま
く届いていればよいなと思っています。

地域のみなさま方におかれましては、平素より「子どもたち
は地域の宝だ」と、おっしゃってくださっています。そして、
その宝のために、多くのご支援を賜っています。感謝祭の後も
心のこもったお返しのお手紙をたくさんいただきました。心よ
り感謝申し上げます。今年も、どうぞよろしくお願いします。
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地域をつなぐ、地域に感謝する
～地域の中で豊かな心を育む―｢ふるさとへの誇りと愛着を｣～

今年度は、揖西北小学校と揖西南小学校を統合して揖西西小学校が創立されてから７０年目の節目の年です。
そこで、まず１回目の機会として、大変短い時間ではありましたが、地区訪問継走の前に創立７０周年記念行事を

行いました。はじめに式典を行い、苗村清文連合自治会長さまにご挨拶いただき、参加者全員で校歌を斉唱しまし
た。その後、小学生だけでなく地区訪問継走のために集まってくださった地域の方々やＰＴＡのみなさま、中学生チ
ーム（２チーム）で一緒に走ってくれた龍野西中学校の陸上部の生徒たち、みんなで校章と７０の数字（人文字）を
作り、船引宗俊さま操縦のドローンによる航空写真の撮影を行いました。（写真左が式典の様子、右が航空写真）
次に２回目の機会として、「にこにこ感謝祭（西っ子感謝祭）」の中で、揖西西小学校の７０歳の誕生日を祝いまし

た。来校いただいた地域の方々にも、小学生
と一緒に「ハッピーバースデイ」や校歌を歌
っていただくなどしました。
多くの方が創立７０周年を共に祝ってくだ

さり、子どもたちにも母校を愛する心やふる
さとを大切に思う気持ちが一層高まっていっ
たように思います。ありがとうございました。


